
 

 
 
 

 

 

              

 小雪のちらつく空に春が待ち遠しく感じられるこのごろ、いかがお過ごしでしょうか。 

今回の支援だよりでは、本校にある視覚支援についてご紹介させていただきます。 

 

<支援の構造化> 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構造化…周りの環境の意味を把握しやすいかたちにすること 

（ポイント）迷わないでいいようにできるだけシンプルにすることです 

 

① 「○と×」 

やっていいこと、悪いことを「○×」で表示するとわかりやすくなります 

 

 

 

 

 

 

② 「図解」 

耳で聞くより目で見る方が得意なことが多いので、できるだけ図にします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「見通し」 

 今日がどのような予定になっているのか、 

どこまでやれば今の作業が終わるのかをはっきりさせると、 

気持ちが安定するのを助けます 

 

兵庫県立のじぎく特別支援学校 支援研修部 

支援だより 
令和６年１月２４日 
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